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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　内燃機関、特に自動車の内燃機関の第１の噴射装置（１４）に燃料を供給するための高
圧燃料ポンプ（１０）であって、
　少なくとも１つの第１の低圧ポート（３０）であって、該第１の低圧ポート（３０）を
介して、前記高圧燃料ポンプ（１０）に低圧燃料ポンプ（２８）からの燃料を供給可能で
ある少なくとも１つの第１の低圧ポート（３０）と、
　前記高圧燃料ポンプ（１０）に前記第１の低圧ポート（３０）を介して供給された燃料
の少なくとも一部を供給可能である少なくとも１つの低圧チャンバ（４０）と、
　前記低圧燃料ポンプ（２８）を用いて吐出されかつ前記高圧燃料ポンプ（１０）に供給
された燃料を、該高圧燃料ポンプ（１０）から、前記第１の噴射装置（１４）に対して付
加的に設けられた第２の噴射装置（２０）に案内するための少なくとも１つの第２の低圧
ポート（３６）と、
　ポンプハウジング（４２）であって、該ポンプハウジング（４２）に対して相対的に移
動可能でありかつ前記第１の噴射装置（１４）に燃料を吐出するための少なくとも１つの
吐出要素（４４）が内部に配置されているポンプハウジング（４２）と、
　圧縮チャンバ（５２）であって、その容積が前記吐出要素の移動によって可変である、
圧縮チャンバ（５２）と、
　前記吐出要素（４４）の前記圧縮チャンバ（５２）とは反対側に配置されかつその容積
が前記吐出要素（４４）の移動によって可変でありかつ前記圧縮チャンバ（５２）からの
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燃料を収集するための収集チャンバ（６２）と、
を備え、
　前記収集チャンバ（６２）は、前記低圧チャンバ（４０）と流体連通している、高圧燃
料ポンプ（１０）において、
　前記第１の低圧ポート（３０）を通流する燃料の少なくとも一部が、前記第１の低圧ポ
ート（３０）から前記収集チャンバ（６２）を迂回して前記第２の低圧ポート（３６）に
流れ、当該第２の低圧ポート（３６）を通流しており、
　前記第１の低圧ポート（３０）を通流する燃料を第１の部分流（６８）と第２の部分流
（７０）とに分割することができる少なくとも１つの分流要素（６６）が設けられており
、前記第１の部分流（６８）は、前記第１の低圧ポート（３０）から前記収集チャンバ（
６２）を迂回して前記第２の低圧ポート（３６）に流れ、該第２の低圧ポート（３６）を
通流しており、前記第２の部分流（７０）は、前記第１の低圧ポート（３０）から前記収
集チャンバ（６２）に流れ、該収集チャンバ（６２）を通って引き続き前記第２の低圧ポ
ート（３６）に流れ、該第２の低圧ポート（３６）を通流しており、
　第１の部分流（６８）は、少なくとも１つの低圧チャンバ（４０）を通って、第２の低
圧ポート（３６）に流れ、第２の部分流（７０）は、少なくとも１つの低圧チャンバ（４
０）を迂回して、第２の低圧ポート（３６）に流れることを特徴とする高圧燃料ポンプ（
１０）。
【請求項２】
　前記ポンプハウジング（４２）は、該ポンプハウジング（４２）とは別個に構成されか
つ前記ポンプハウジング（４２）に保持された第２の構成要素を備えている前記高圧燃料
ポンプ（１０）の第１の構成要素であり、前記２つの低圧ポート（３０，３６）は、前記
複数の構成要素のうちの１つに配置されている、請求項１記載の高圧燃料ポンプ（１０）
。
【請求項３】
　前記第１の低圧ポート（３０）と前記第２の低圧ポート（３６）とは、前記複数の構成
要素のうちの１つの内側に配置された接続領域（６４）を介して相互に流体連通している
、請求項２記載の高圧燃料ポンプ（１０）。
【請求項４】
　前記分流要素（６６）は、少なくとも部分的に前記複数の構成要素の外側に配置されて
おり、さらに燃料を前記複数の構成要素の外側に配置された少なくとも１つの箇所（７２
）において前記部分流（６８，７０）に分割するように構成されている、請求項２または
３記載の高圧燃料ポンプ（１０）。
【請求項５】
　前記第１の低圧ポート（３０）および／または前記第２の低圧ポート（３６）は、１つ
の前記構成要素と一体的に構成されている、請求項２から４までのいずれか１項記載の高
圧燃料ポンプ（１０）。
【請求項６】
　前記第１の低圧ポート（３０）および／または前記第２の低圧ポート（３６）は、１つ
の前記構成要素とは別個に構成されかつ１つの前記構成要素に配置された構成部品によっ
て形成されている、請求項２から５までのいずれか１項記載の高圧燃料ポンプ（１０）。
【請求項７】
　前記第１の低圧ポート（３０）と前記第２の低圧ポート（３６）とは、相互に一体的に
構成されている、請求項１から６までのいずれか１項記載の高圧燃料ポンプ（１０）。
【請求項８】
　前記第１の低圧ポート（３０）と前記第２の低圧ポート（３６）とは、相互に別個に構
成されかつ少なくとも相互に間接的に接続された複数の構成部品によって形成されている
、請求項１から７までのいずれか１項記載の高圧燃料ポンプ（１０）。
【請求項９】
　前記第１の低圧ポート（３０）と前記第２の低圧ポート（３６）とは、各通流方向に沿
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って燃料が通流可能であり、前記通流方向は、相互に平行にまたは斜めに延びている、請
求項１から８までのいずれか１項記載の高圧燃料ポンプ（１０）。
【請求項１０】
　内燃機関、特に自動車の内燃機関に燃料を供給するための燃料供給装置（１２）であっ
て、
　燃料直接噴射を生じさせるための第１の噴射装置（１４）と、
　前記第１の噴射装置（１４）に対して付加的に設けられかつ燃料吸気管噴射を生じさせ
るための第２の噴射装置（２０）と、
　前記第１の噴射装置（１４）に燃料を供給するための高圧燃料ポンプ（１０）と、
　前記高圧燃料ポンプ（１０）に燃料を吐出するための低圧燃料ポンプ（２８）と、
を備え、
　前記高圧燃料ポンプ（１０）は、
　少なくとも１つの第１の低圧ポート（３０）であって、該第１の低圧ポート（３０）を
介して、前記高圧燃料ポンプ（１０）に前記低圧燃料ポンプ（２８）からの燃料を供給可
能である少なくとも１つの第１の低圧ポート（３０）と、
　前記高圧燃料ポンプ（１０）に前記第１の低圧ポート（３０）を介して供給された燃料
の少なくとも一部を供給可能である少なくとも１つの低圧チャンバ（４０）と、
　前記低圧燃料ポンプ（２８）を用いて吐出されかつ前記高圧燃料ポンプ（１０）に供給
された燃料を、該高圧燃料ポンプ（１０）から、前記第２の噴射装置（２０）に案内する
ための少なくとも１つの第２の低圧ポート（３６）と、
　ポンプハウジング（４２）であって、該ポンプハウジング（４２）に対して相対的に移
動可能でありかつ前記第１の噴射装置（１４）に燃料を吐出するための少なくとも１つの
吐出要素（４４）が内部に配置されているポンプハウジング（４２）と、
　圧縮チャンバ（５２）であって、その容積が前記吐出要素の移動によって可変である、
圧縮チャンバ（５２）と、
　前記吐出要素（４４）の前記圧縮チャンバ（５２）とは反対側に配置されかつその容積
が前記吐出要素（４４）の移動によって可変でありかつ前記圧縮チャンバ（５２）からの
燃料を収集するための収集チャンバ（６２）と、
を有し、
　前記収集チャンバ（６２）は、前記低圧チャンバ（４０）と流体連通している、燃料供
給装置（１２）において、
　前記第１の低圧ポート（３０）を通流する燃料の少なくとも一部が、前記第１の低圧ポ
ート（３０）から前記収集チャンバ（６２）を迂回して前記第２の低圧ポート（３６）に
流れ、該第２の低圧ポート（３６）を通流しており、
　前記第１の低圧ポート（３０）を通流する燃料を第１の部分流（６８）と第２の部分流
（７０）とに分割することができる少なくとも１つの分流要素（６６）が設けられており
、前記第１の部分流（６８）は、前記第１の低圧ポート（３０）から前記収集チャンバ（
６２）を迂回して前記第２の低圧ポート（３６）に流れ、該第２の低圧ポート（３６）を
通流しており、前記第２の部分流（７０）は、前記第１の低圧ポート（３０）から前記収
集チャンバ（６２）に流れ、該収集チャンバ（６２）を通って引き続き前記第２の低圧ポ
ート（３６）に流れ、該第２の低圧ポート（３６）を通流しており、
　第１の部分流（６８）は、少なくとも１つの低圧チャンバ（４０）を通って、第２の低
圧ポート（３６）に流れ、第２の部分流（７０）は、少なくとも１つの低圧チャンバ（４
０）を迂回して、第２の低圧ポート（３６）に流れることを特徴とする燃料供給装置（１
２）。
【請求項１１】
　前記高圧燃料ポンプ（１０）は、請求項２から９までのいずれか１項記載のように構成
されている、請求項１０記載の燃料供給装置（１２）。
【請求項１２】
　請求項１から９までのいずれか１項記載の少なくとも１つの高圧燃料ポンプ（１０）、
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および／または、請求項１０または１１記載の燃料供給装置（１２）を備えている車両、
特に自動車。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は請求項１の上位概念による内燃機関用の高圧燃料ポンプ、および請求項１２の
上位概念による燃料供給装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　そのような高圧燃料ポンプおよびそのような内燃機関、特に自動車の内燃機関用の燃料
供給装置は、例えば米国特許出願公開第２０１２／０３１２２７８号明細書から既に公知
である。燃料供給装置は、内燃機関に燃料を、特に液体燃料を供給するのに用いられてい
る。燃料供給装置は、燃料直接噴射を生じさせるための第１の噴射装置を備える。このこ
とは、内燃機関が少なくとも１つの燃焼室を有し、この燃焼室内に第１の噴射装置を用い
て燃料を直接噴射できることを意味する。
【０００３】
　燃料供給装置は、第１の噴射装置に対してさらに付加的に設けられた、燃料吸気管噴射
を生じさせるための第２の噴射装置を備える。吸気管噴射とも称される燃料吸気管噴射の
枠内では、燃料は、燃焼室の上流側に配置された箇所において内燃機関にもたらされ、特
に噴射される。この箇所は、例えば、空気が通流可能である内燃機関の吸気管内に配置さ
れ、ここでは内燃機関の吸気バルブの上流側に配置される。
【０００４】
　燃料供給装置は、さらに、第１の噴射装置に燃料が供給可能である前述の高圧燃料ポン
プを備える。さらに、燃料供給装置は、高圧燃料ポンプに燃料を吐出するための低圧燃料
ポンプを備える。この低圧燃料ポンプを用いることにより、燃料は、例えば第１の圧力で
吐出される。換言すれば、低圧燃料ポンプを用いて吐出される燃料の第１の圧力は、低圧
燃料ポンプを用いて生じている。
【０００５】
　高圧燃料ポンプを用いることにより、燃料は、例えば第１の圧力よりも高い第２の圧力
で吐出される。換言すれば、高圧燃料ポンプを用いて、例えば、第１の圧力よりも高い、
燃料の第２の圧力が生じている。これにより例えば、第１の噴射装置に、第１の圧力より
も高い第２の圧力で供給することが可能となり、この場合は第２の噴射装置に第１の圧力
で供給することが可能である。
【０００６】
　高圧燃料ポンプは、少なくとも１つの第１の低圧ポートを備えており、第１の低圧ポー
トを介して、高圧燃料ポンプに低圧燃料ポンプからの燃料が供給可能である。換言すれば
、低圧燃料ポンプを用いて吐出された燃料は、第１の低圧ポートを介して高圧燃料ポンプ
に供給される。
【０００７】
　高圧燃料ポンプはさらに、低圧燃料ポンプを用いて吐出された燃料を高圧燃料ポンプか
ら第２の噴射装置に案内するための少なくとも１つの第２の低圧ポートを備えている。こ
のことは、低圧燃料ポンプを用いて吐出された燃料が、第１の低圧ポートを介して高圧燃
料ポンプに案内されることを、特に高圧燃料ポンプに供給されることを意味する。この場
合は、低圧燃料ポンプを用いて吐出され高圧燃料ポンプの第１の低圧ポートを介して供給
された燃料が、第２の低圧ポートを介して高圧燃料ポンプから第２の噴射装置の方向に、
または第２の噴射装置に吐出される。
【０００８】
　その他に高圧燃料ポンプは、ポンプハウジングを備えている。さらに、高圧燃料ポンプ
は、ポンプハウジング内に少なくとも部分的に配置されかつポンプハウジングに対して相
対的に移動可能な、高圧燃料ポンプからの燃料を第１の噴射装置に吐出するための少なく
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とも１つの吐出要素を備えている。この吐出要素は、例えば、ポンプハウジングに対して
並進移動可能なピストンとして構成されている。
【０００９】
　さらに、高圧燃料ポンプは、圧縮チャンバを備えており、圧縮チャンバの容積は、吐出
要素の移動によって可変である。例えば、圧縮チャンバはポンプハウジング内に配置され
ている。吐出要素を用いて圧縮チャンバ内の燃料は圧縮または圧力をかけられる。
【００１０】
　さらに、高圧燃料ポンプは、少なくとも１つの低圧チャンバを備えており、この低圧チ
ャンバには、高圧燃料ポンプに第１の低圧ポートを介して供給された燃料の少なくとも一
部を供給可能である。換言すれば、第１の低圧ポートに通流する燃料の少なくとも一部は
、低圧チャンバ内に流入可能である。
【００１１】
　その他に、高圧燃料ポンプは、吐出要素の圧縮チャンバとは反対側に配置されかつその
容積が吐出要素の移動によって可変でありかつ圧縮チャンバからの燃料を収集するための
収集チャンバを備えている。例えば、漏れに基づいた圧縮チャンバからの燃料は、収集チ
ャンバ内に流入し、収集チャンバを用いて収集することが可能である。この収集チャンバ
の容積は、吐出要素の移動によって可変である。その際収集チャンバは、低圧チャンバと
流体連通する。
【００１２】
　さらに、国際公開第２０１２／００４０８４号には、少なくとも１つの低圧噴射装置に
対して少なくとも間接的に吐出する低圧吐出装置を備えた内燃機関用の燃料システムが開
示されている。この燃料システムはさらに、駆動領域と吐出領域とを有し、少なくとも１
つの高圧噴射装置に対して少なくとも間接的に吐出する、燃料用の高圧吐出装置を備えて
いる。ここでは、まず燃料が、低圧吐出装置から高圧吐出装置の駆動領域に吐出され、そ
こからさらに低圧噴射装置および／または高圧吐出装置の吐出領域に吐出されることが想
定されている。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【００１３】
　本発明の課題は、冒頭に述べたような形式の高圧燃料ポンプおよび燃料供給装置を、内
燃機関への燃料のとりわけ好ましい供給が実現可能となるようにさらに開発することであ
る。
【課題を解決するための手段】
【００１４】
　上記課題は、請求項１の特徴を有する高圧燃料ポンプと、請求項１２の特徴を有する燃
料供給装置とによって解決される。本発明の合目的な発展形態を有する好ましい実施形態
は、残りの請求項に記載されている。
【００１５】
　請求項１の上位概念に記載された形式の高圧燃料ポンプを、内燃機関への燃料、特に液
体燃料のとりわけ好ましい供給が実現できるようにさらに開発するために、本発明によれ
ば、特に燃料が低圧燃料ポンプおよび／または高圧燃料ポンプを用いて吐出される間に、
第１の低圧ポートを通流する燃料の少なくとも一部が、第１の低圧ポートから収集チャン
バを迂回して第２の低圧ポートに流れ、第２の低圧ポートを通流する。この迂回はバイパ
スとも称され、これによって燃料の少なくとも一部が、第１の低圧ポートから第２の低圧
ポートへ流れ、その際に収集チャンバをバイパスする。
【００１６】
　迂回するまたはバイパスするとは、燃料の少なくとも一部が第１の低圧ポートから第２
の低圧ポートに通流するが、ただしその際には収集チャンバを通流するのではなく、少な
くとも一部は収集チャンバのそばを通過して第１の低圧ポートから第２の低圧ポートに通
流することを意味するものと理解されたい。好ましくは、第１の低圧ポートから第２の低
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圧ポートに通流する燃料の少なくとも大半は、収集チャンバを迂回することが想定される
。第１の低圧ポートから第２の低圧ポートに通流し、その際には収集チャンバを迂回する
燃料は例えば低圧チャンバを通流する。
【００１７】
　本発明の好ましい実施形態では、ポンプハウジングは高圧燃料ポンプの第１の構成要素
であり、この場合高圧燃料ポンプは、ポンプハウジングとは別個に構成されかつポンプハ
ウジングに保持された第２の構成要素を含んでおり、この第２の構成要素は、例えば高圧
燃料ポンプのカバーとして構成されている。２つの低圧ポートは、この場合複数の構成要
素のうちの１つに配置されている。これにより、内燃機関への燃料、特に液体燃料のとり
わけ好ましい供給を実現することができる。なぜなら高圧燃料ポンプを通る燃料の好適通
流案内を示すことができるからである。換言すれば、高圧燃料ポンプによって吐出された
燃料は、高圧燃料ポンプをとりわけ好適に通流することができ、すなわち第１の低圧ポー
トから第２の低圧ポートに、そしてさらに第２の噴射装置に流れる。
【００１８】
　本発明のさらに別の好ましい実施形態では、低圧ポートが接続領域を介して相互に流体
連通しており、この場合この接続領域は、複数の構成要素のうちの１つの内側に配置され
ている。これにより、高圧燃料ポンプの所要構造空間を低く抑えることができる。代替的
に、接続領域を複数の構成要素の外側に配置することも考えられ、これによって燃料を好
適な通流で案内することを示すことができる。複数の構成要素のうちの１つの内側に接続
領域を配置構成することにより、例えば、燃料が第１の低圧ポートから第２の低圧ポート
に、そして引き続き第２の噴射装置に流れる経路を、とりわけ少なく抑えることが可能に
なる。これによって、内燃機関への燃料の特に好ましい供給を示すことができる。
【００１９】
　さらに別の実施形態は、第１の低圧ポートを通流する燃料を第１の部分流と第２の部分
流とに分割することができる少なくとも１つの分流要素が設けられていることによって優
れている。この場合複数の部分流のうちの少なくとも１つは、第１の低圧ポートから収集
チャンバを迂回して第２の低圧ポートに流れ、当該第２の低圧ポートを通流している。こ
れにより、内燃機関、特に第２の噴射装置は、少なくとも実質的に直接的な経路で、また
はとりわけ短い経路で、高圧燃料ポンプによって吐出された燃料を供給することができる
。
【００２０】
　ここでは、第１の部分流が、第１の低圧ポートから収集チャンバを迂回して第２の低圧
ポートに流れ、当該第２の低圧ポートを通流し、第２の部分流は、第１の低圧ポートから
収集チャンバに流れ、当該収集チャンバを通って引き続き第２の低圧ポートに流れ、当該
第２の低圧ポートを通流する場合がとりわけ好ましいものとして示された。これにより一
方では、内燃機関、特に第２の噴射装置に、第１の部分流をとりわけ好ましく供給するこ
とが可能になる。第２の部分流を用いることで、高圧燃料ポンプのとりわけ効果的でかつ
効率的な冷却を実現することができ、これによって高圧燃料ポンプの過熱を回避すること
ができるようになる。これにより、内燃機関への燃料の供給を保証することができる。な
ぜなら、高圧燃料ポンプの故障のリスクをとりわけ低く抑えることができるからである。
【００２１】
　本発明のさらに別の実施形態では、分流要素は、少なくとも部分的に複数の構成要素の
外側に配置されており、さらに燃料を複数の構成要素の外側に配置された少なくとも１つ
の箇所において複数の部分流に分割するように構成されている。このことは、燃料が複数
の構成要素の上流側で既に分割されていることを意味し、そのため一方では内燃機関への
燃料の効果的な供給を示すことができ、他方では高圧燃料ポンプの効果的な冷却を示すこ
とができる。これにより、全体として、内燃機関への燃料の好ましい供給を保証すること
ができる。
【００２２】
　さらに別の実施形態は、第１の低圧ポートおよび／または第２の低圧ポートは、２つの
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低圧ポートが配置されている、１つの構成要素と一体的に構成されていることによって優
れている。これにより、部品数と共に高圧燃料ポンプのコストを低く抑えることができる
。さらに、内燃機関への燃料の好ましい供給を保証することができる。
【００２３】
　本発明のさらに別の実施形態では、第１の低圧ポートおよび／または第２の低圧ポート
は、１つの構成要素とは別個に構成されかつ１つの構成要素に配置された構成部品によっ
て形成されていることが想定される。これにより、高圧燃料ポンプの簡単でかつ低コスト
の製造または取り付けを実現することができる。さらに、燃料をとりわけ好適な通流で案
内することができる。
【００２４】
　高圧燃料ポンプの部品数をとりわけ低く抑え、ならびに燃料を好適な通流で特に高圧燃
料ポンプを通って案内するために、本発明のさらに別の実施形態では、低圧ポートは、相
互に一体的に構成されることが想定される。
【００２５】
　さらに別の実施形態では、低圧ポートは、相互に別個に構成されかつ相互に少なくとも
間接的に、特に直接的に、接続された構成部品によって形成されることが想定される。こ
れにより、特に高圧燃料ポンプを通る燃料のとりわけ好ましい好適な通流で案内すること
を示すことができる。
【００２６】
　最後に、低圧ポートを各通流方向に沿って燃料が通流可能であり、この場合これらの通
流方向は相互に平行にまたは斜めに延びている場合にとりわけ有利であることが示された
。これにより、燃料の、特にその通流の過度に強い偏向が回避でき、これによって通流損
失をとりわけ低く抑えることができる。
【００２７】
　請求項１２の上位概念に記載された形式の燃料供給装置を、内燃機関への燃料のとりわ
け好ましい供給が実現可能となるようにさらに開発するために、本発明によれば、第１の
低圧ポートを通流する燃料の少なくとも一部が、第１の低圧ポートから収集チャンバを迂
回して第２の低圧ポートに流れ、当該第２の低圧ポートを通流することが想定される。本
発明による高圧燃料ポンプの利点および好ましい実施形態は、本発明による燃料供給装置
の利点および好ましい実施形態と見なすことができ、その逆も成り立つ。
【００２８】
　この場合好ましくは、本発明による燃料供給装置の高圧燃料ポンプが、本発明による高
圧燃料ポンプであることが想定される。
【００２９】
　本発明には車両、特に自動車、例えば乗用車なども含まれ、この場合この車両は、少な
くとも１つの本発明による高圧燃料ポンプおよび／または少なくとも１つの本発明による
燃料供給装置を有する。本発明による高圧燃料ポンプおよび本発明による燃料供給装置の
利点および好ましい実施形態は、本発明による車両の利点および好ましい実施形態と見な
すことができ、その逆も成り立つ。
【００３０】
　本発明のさらなる利点、特徴および詳細は、好ましい実施例および図面に基づく以下の
説明から明らかになる。本明細書において前述した特徴および特徴の組み合わせならびに
以下の図面の説明において述べられかつ／または図中に単独で示される特徴および特徴の
組み合わせは、それぞれ示された組み合わせにおいてのみではなく、所定の組み合わせに
おいてもまたは単独においても、本発明の権利範囲を逸脱することなく使用することがで
きる。
【図面の簡単な説明】
【００３１】
【図１】高圧燃料ポンプの第１の低圧ポートを通流する燃料の少なくとも一部が第１の低
圧ポートから収集チャンバを迂回して高圧燃料ポンプの第２の低圧ポートに流れ、当該第
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２の低圧ポートを通流する、内燃機関用の第１の実施形態による高圧燃料ポンプの概略断
面図
【図２】第２の実施形態による高圧燃料ポンプの概略断面図
【図３】第３の実施形態による高圧燃料ポンプの概略断面図
【図４】第４の実施形態による高圧燃料ポンプの概略断面図
【図５】第５の実施形態による高圧燃料ポンプの概略断面図
【図６】第６の実施形態による高圧燃料ポンプの概略断面図
【図７】第７の実施形態による高圧燃料ポンプの概略断面図
【図８】第１の実施形態による高圧燃料ポンプを備える、自動車の内燃機関に燃料を供給
するための燃料供給装置の概略図
【発明を実施するための形態】
【００３２】
　これらの図面において、同一の要素または機能的に同じ要素には同じ参照番号が付され
ている。
【００３３】
　図１は、第１の実施形態による、全体として符号１０が付された高圧燃料ポンプ１０の
概略的断面図を示す。図８と合わせて見ると、この高圧燃料ポンプ１０は、内燃機関に燃
料、特に液体燃料を供給可能であるかまたは供給する、全体として符号１２が付された燃
料供給装置の構成部品であることが認識できる。この燃料は、例えばディーゼル燃料また
はガソリンであってもよい。内燃機関は、例えば自動車、特に乗用車を駆動するのに使用
され、内燃機関は往復動内燃機関として構成されていてもよい。
【００３４】
　内燃機関は、シリンダ形状の複数の燃焼室を有し、これらの燃焼室に燃料が供給される
。さらに、これらの燃焼室には空気が供給され、これによって各燃焼室では空気と燃料と
から燃料空気混合気が生じる。この燃料空気混合気が燃焼され、その結果として内燃機関
の排気ガスが生じる。
【００３５】
　各燃焼室には少なくとも１つの排気管路が対応付けられており、排気管路を介して排気
ガスを燃焼室から排出することができる。排気管路には、排気バルブの形態の少なくとも
１つのガス交換バルブが対応付けられており、排気バルブは、閉鎖位置と少なくとも１つ
の開放位置との間で移動可能である。閉鎖位置では、排気管路は、排気バルブを用いて流
体遮断され、これによって排気ガスは、燃焼室から排気管路に通流することができなくな
る。開放位置では、排気バルブが排気管路を開放し、これによって排気ガスが燃焼室から
排気通路に通流することができる。
【００３６】
　さらに、各燃焼室には少なくとも１つの吸気管路が対応付けられており、吸気管路を介
して空気を燃焼室に供給することができる。吸気管路には、吸気バルブの形態の少なくと
も１つのガス交換バルブが対応付けられており、吸気バルブは、閉鎖位置と少なくとも１
つの開放位置との間で調節可能である。閉鎖位置では、吸気管路は、吸気バルブを用いて
流体遮断され、これによって空気は、吸気管路から燃焼室に通流することができなくなる
。開放位置では、吸気バルブが吸気管路を開放し、これによって空気が吸気管路を貫流し
て、吸気管路から燃焼室内に通流することができる。
【００３７】
　燃料供給装置１２は第１の噴射装置１４を備えており、第１の噴射装置１４は、例えば
高圧噴射装置として構成されている。各燃焼室には、第１の噴射装置１４の噴射弁１６が
対応付けられている。第１の噴射装置１４は、燃料直接噴射を生じさせるように構成され
ている。燃料直接噴射は直接噴射とも称される。この直接噴射の枠内では、燃料が各噴射
弁１６を用いて各燃焼室に、特にシリンダ内に直接噴射される。第１の噴射装置１４は、
噴射弁１６に共通の燃料分配要素１８を備えており、噴射弁１６は、燃料分配要素１８を
介して燃料を供給可能である。燃料分配要素１８はレールとも称され、燃料分配要素１８
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は、第１の噴射装置１４が高圧噴射装置として構成されている場合、高圧レールと称され
る。第１の噴射装置１４を用いて、燃料は、例えば第１の圧力で燃焼室に噴射され、例え
ばこの第１の圧力を有する燃料が燃料分配要素１８に収容可能であり、第１の圧力で噴射
弁１６に供給可能である。
【００３８】
　燃料供給装置１２は、第１の噴射装置１４に対してさらに付加的に設けられた第２の噴
射装置２０を備えており、第２の噴射装置２０は、例えば低圧噴射装置として構成されて
いる。第２の噴射装置２０はここでは燃料吸気管噴射を生じさせるように構成されている
。燃料吸気管噴射は、吸気管噴射とも称される。ここでは、各燃焼室に、第２の噴射装置
２０の少なくとも１つの噴射弁２２が対応付けられている。
【００３９】
　燃焼室には空気が例えば内燃機関の吸気系を介して供給され、これによって吸気系は空
気が通流可能である。吸気系は、例えば吸気管を備えており、吸気管は、吸気モジュール
または空気分配器とも称される。さらに、吸気系は、吸気管路を備えることができる。
【００４０】
　吸気管噴射では、燃料が各噴射弁２２を用いて各燃焼の上流側に配置された箇所におい
て、内燃機関に、特に吸気系にもたらされ、特に噴射される。換言すれば、燃料が各噴射
弁２２を用いて噴射される箇所は、燃焼室の上流側に、特に吸気系に配置される。この箇
所は、例えば吸気管または吸気管路に配置されてもよい。特に、燃料が各噴射弁２２を用
いて噴射可能である各箇所は、各吸気バルブの上流側に配置される。
【００４１】
　第２の噴射装置２０も、噴射弁２２に共通の燃料分配要素２４を備えており、燃料分配
要素２４を介して噴射弁２２には燃料が供給可能である。ここでは、燃料分配要素２４も
レールと称される。第２の噴射装置２０は、例えば低圧噴射装置として構成されているの
で、燃料分配要素２４は低圧レールとも称される。第２の噴射装置２０を用いて、燃料は
、例えば第１の圧力よりも低い第２の圧力で噴射可能である。ここでは、第２の圧力を有
する燃料を、例えば燃料分配要素２４に収容または蓄積可能であり、第２の圧力で噴射弁
２２に供給可能である。燃料供給装置１２はさらに、内部に特に液体燃料が収容可能であ
るタンク２６を備えている。
【００４２】
　図８からは、第１の噴射装置１４に燃料を供給するのに高圧燃料ポンプ１０が使用され
ることが認識可能である。換言すれば、第１の噴射装置１４は、高圧燃料ポンプ１０を用
いて燃料を供給する。この燃料は、例えば高圧燃料ポンプ１０を用いて圧縮されまたは圧
力をかけられ、これによって例えば高圧燃料ポンプ１０を用いて前述した燃料の第１の圧
力が生じ得るまたは生じる。換言すれば、燃料は高圧燃料ポンプ１０を用いて第１の圧力
で第１の噴射装置１４に吐出される。
【００４３】
　燃料供給装置１２は、高圧燃料ポンプ１０に対してさらに付加的に設けられた、タンク
２６から高圧燃料ポンプ１０に燃料を吐出するための低圧燃料ポンプ２８を備えている。
換言すれば、燃料は低圧燃料ポンプ２８を用いてタンク２６から高圧燃料ポンプ１０に吐
出される。例えば燃料は、低圧燃料ポンプ２８を用いて第３の圧力で吐出される。すなわ
ち、例えば低圧燃料ポンプ２８を用いて燃料の第３の圧力が生じる。この場合、燃料は、
低圧燃料ポンプ２８を用いて第３の圧力で高圧燃料ポンプ１０に吐出される。ここでは、
この第３の圧力は、第２の圧力に相応し得る。そのため、例えば燃料の第２の圧力は、低
圧燃料ポンプを用いて生じ得る。換言すれば、低圧燃料ポンプ２８は、例えば燃料を、第
２の圧力で吐出することができる。
【００４４】
　図１および図８からは、高圧燃料ポンプ１０が第１の低圧ポート３０を備えていること
が認識可能であり、この第１の低圧ポート３０は、燃料が通流可能な第１の管路３２を有
している。第１の低圧ポート３０を介して高圧燃料ポンプ１０は、低圧燃料ポンプ２８と
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流体連通されており、これによって高圧燃料ポンプ１０は、第１の低圧ポート３０を介し
て、特に第１の管路３２を介して、低圧燃料ポンプ２８を用いて吐出された燃料が、特に
第２または第３の圧力で、低圧燃料ポンプ２８から供給可能でありまたは供給される。こ
の供給は、図１中に方向矢印３４によって示されている。燃料は、高圧燃料ポンプ１０の
第１の低圧ポート３０または第１の管路３２を介して供給されるので、第１の低圧ポート
３０は入口とも称される。
【００４５】
　高圧燃料ポンプ１０はさらに、少なくとも１つの第２の低圧ポート３６を備えており、
第２の低圧ポート３６は、燃料が通流可能な第２の管路３８を有している。第２の低圧ポ
ート３６または第２の管路３８は、低圧燃料ポンプ２８を用いて吐出され入口（第１の低
圧ポート３０）を介して高圧燃料ポンプ１０に案内された燃料を、特に第２または第３の
圧力で、高圧燃料ポンプから第２の噴射装置２０に、特に燃料分配要素２４に案内するた
めに使用される。これにより、燃料を第２または第３の圧力で、燃料分配要素２４に収容
または蓄積可能になる。
【００４６】
　図８からは、第２の噴射装置２０、特に燃料分配要素２４が、第２の低圧ポート３６を
介して高圧燃料ポンプ１０と流体連通していることが認識可能であり、これによって、ま
ず高圧燃料ポンプ１０の入口を介して供給された燃料が、第２の低圧ポート３６を介して
燃料分配要素２４に供給可能であるかまたは供給される。これにより、第３の圧力または
第２の圧力を有する燃料が第１の低圧ポート３０または第１の管路３２に通流する。換言
すれば、第１の低圧ポートまたは第１の管路３２内の燃料は、例えば低圧燃料ポンプ２８
を用いて生じた第３の圧力を有しており、この第３の圧力は第２の圧力に相応し得る。さ
らに、第２の圧力を有する燃料は、第２の低圧ポート３６または第２の管路３８を通流す
る。換言すれば、第２の低圧ポート３６または第２の管路３８内の燃料は、第２の圧力を
有する。
【００４７】
　高圧燃料ポンプ１０は低圧チャンバ４０を有しており、低圧チャンバ４０は、入口（第
１の低圧ポート３０）を介して高圧燃料ポンプ１０に供給された燃料の少なくとも一部が
通流可能である。
【００４８】
　さらに、高圧燃料ポンプ１０は、ポンプハウジング４２の形態の第１の構成要素を備え
ている。その他に、高圧燃料ポンプ１０は、入口を介して高圧燃料ポンプ１０に供給され
た燃料の少なくとも一部を吐出するための吐出要素を備えており、この吐出要素は本明細
書ではピストン４４として構成されている。ピストン４４は、吐出ピストンとも称され、
ピストン４４は、本明細書では第１の長さ領域４６と、それに接続する第２の長さ領域４
８とを有している。長さ領域４６は第１の外周面を有し、長さ領域４８は、第１の外周面
よりも小さい第２の外周面を有している。これらの長さ領域４６および４８は、好ましく
は相互に一体的に構成されている。これらの長さ領域は、異なる外周面を有しているので
、ピストン４４は段差を有する。これにより、ピストン４４は段差ボルトとして構成され
る。
【００４９】
　それに対して代替的に、これらの長さ領域４６および４８が同じ外周面を有し、そのた
めピストン４４は段差を有さないことも考えられる。
【００５０】
　ピストン４４は、少なくとも部分的にポンプハウジング４２内に配置され、その際ポン
プハウジング４２に対して相対的に移動可能である。ピストン４４は、本明細書ではポン
プハウジング４２に対して並進移動可能である。ポンプハウジング４２に対して相対的な
ピストン４４の並進移動性は、図１中に双方向矢印５０によって示されている。ピストン
４４の第１の側には、図１中にとりわけ概略的に示された高圧燃料ポンプ１０の圧縮チャ
ンバ５２が示されており、圧縮チャンバ５２は、例えばポンプハウジング４２内に配置さ
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れている。ポンプハウジング４２に対して相対的でかつひいては圧縮チャンバ５２に対し
て相対的なピストン４４の並進移動により、圧縮チャンバ５２の容積を変更することがで
きる。
【００５１】
　高圧燃料ポンプ１０は、さらにカバー５４の形態の第２の構成要素を備え、カバー５４
は、ポンプハウジング４２とは別個に構成されかつポンプハウジング４２と接続され、ま
たはポンプハウジング４２に保持される。
【００５２】
　さらに、図１にとりわけ概略的に示されているカム５６の形態の駆動要素が設けられて
おり、駆動要素５６を用いてピストン４４がポンプハウジング４２に対して相対的に、本
明細書ではカバー５４の方向に移動可能である。ここでは高圧燃料ポンプ１０は、図１に
は示されていない少なくとも１つのばね要素を備えており、このばね要素は、カバー５４
方向へのピストン４４の移動によって負荷をかけられる。ばね要素を用いて、ピストン４
４は、カバー５４からカム５６の方向に戻されるように移動し、特にばね要素の緩和によ
ってカム５６によって支持された接触状態に保持される。カバー５４方向へのピストン４
４の移動によって、圧縮チャンバ５２の容積が減少し、これによって圧縮チャンバ５２内
に収容された燃料が圧縮または圧搾され、すなわち圧力をかけられる。
【００５３】
　ピストン４４がカバー５４から離れる移動により、圧縮チャンバ５２の容積が増大し、
これによって燃料が圧縮チャンバ５２内に吸入される。ここでは特に、圧縮チャンバ５２
が低圧チャンバ４０と流体連通可能かまたは流体連通されることが想定され、これによっ
てピストン４４を用いて燃料が低圧チャンバ４０から圧縮チャンバ５２内に吸入可能であ
るかまたは吸入される。
【００５４】
　低圧チャンバ４０から圧縮チャンバ５２への吸入に伴い通流する燃料は、高圧燃料ポン
プ１０の入口を介して供給された燃料の少なくとも一部である。なぜなら、高圧燃料ポン
プ１０の入口を介して供給された燃料の少なくとも一部は低圧チャンバ４０に流入するか
らであり、そこからピストン４４を用いて圧縮チャンバ５２内に吸入することができる。
【００５５】
　燃料を圧搾または圧縮することにより、高圧燃料ポンプ１０を用いて燃料の第４の圧力
を生じさせ、または設定することができる。第４の圧力は、第２および第３の圧力よりも
高い。例えば、第４の圧力は第１の圧力に相応し、そのため第１の噴射装置１４、特に燃
料分配要素１８は、高圧燃料ポンプ１０を用いて第１の圧力または第４の圧力で供給する
ことができる。
【００５６】
　図８からは、高圧燃料ポンプ１０が、図１には示されていない高圧ポート５８を備え、
高圧ポート５８を介してピストン４４を用いて圧縮または圧力をかけられた燃料が、圧縮
チャンバ５２から、第１の噴射装置１４に、特に燃料分配要素１８に供給可能であること
が認識できる。このことは、第１の噴射装置１４、特に燃料分配要素１８が、高圧ポート
５８を介して高圧燃料ポンプ１０と流体連通していることを意味する。ここでは燃料は、
第４の圧力で高圧ポート５８を通流する。換言すれば、高圧ポート５８内の燃料は、第２
および第３の圧力よりも実質的に高い第４の圧力を有している。
【００５７】
　図１には点線が示されており、これに基づいて、第１の低圧ポート３０から第２の低圧
ポート３６までの管路３２およびしたがって第１の低圧ポート３０を通流する燃料の少な
くとも一部の可能な第１の通流が示されている。この第１の通流の枠内では、燃料は、少
なくとも実質的には第１の低圧ポート３０から第２の低圧ポート３６へ直接通流し、そし
て第２の低圧ポート３６または第２の管路３８を通って通流する。ここでは、第１の通流
は、ポンプハウジング４２を迂回している。換言すれば、第１の通流は、ポンプハウジン
グ４２を通流しない。
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【００５８】
　この点線に基づいて、次のことが認識できる。すなわち、入口を介して低圧チャンバ４
０内に流入した燃料の少なくとも一部が再び低圧チャンバ４０から流出して第２の低圧ポ
ート３６に流れ、第２の低圧ポート３６を介して高圧燃料ポンプ１０から第２の噴射装置
２０まで燃料を通流または案内できることが認識できる。第２の低圧ポート３６を通る第
２の噴射装置２０への燃料の通流は、図１中に方向矢印６０で示されている。
【００５９】
　各燃焼室には第２の噴射装置２０の噴射弁２２が対応付けられているので、燃焼室の上
流側に配置される複数の箇所が設けられ、それらの箇所に燃料が第２の噴射装置２０を用
いて噴射される。吸気管噴射のこの形式は、マルチ・ポート・インジェクション（ＭＰＩ
）とも称され、そのため第２の低圧ポート３６はＭＰＩポートとも称される。
【００６０】
　ここでは例えば、噴射装置１４および２０のうちの少なくとも１つ、特に第１の噴射装
置１４を、必要に応じて作動および作動停止させることが可能である。噴射装置１４の作
動状態では、燃料は噴射装置１４を用いて直接燃焼室に噴射される。噴射装置１４の作動
停止状態では、噴射装置１４によって生じさせる燃焼室内への燃料直接噴射は中断された
ままである。ここでは、高圧燃料ポンプ１０にも、噴射装置１４の作動停止状態において
入口を介して燃料が供給され、この燃料は、第４の圧力または第１の圧力よりも低い第３
の圧力または第２の圧力を有している。入口を通流した燃料は、高圧燃料ポンプ１０を用
いて圧縮されないかまたはまだ高圧燃料ポンプ１０を用いて圧縮されていないので、入口
を通流した燃料は僅かな温度を有している。そのため、高圧燃料ポンプ１０は、例えば、
噴射装置１４が作動停止している場合には、入口を介して高圧燃料ポンプ１０に供給され
た燃料をその後用いても冷却される。この目的のために、燃料は、高圧燃料ポンプ１０を
通流し、これによってこの高圧燃料ポンプ１０は冷却される。
【００６１】
　ピストン４４の圧縮チャンバ５２とは反対の側には、例えば収集チャンバとして機能す
るチャンバ６２が設けられている。ピストン４４は、例えば図１中では認識できないガイ
ドを用いて案内される。漏れに基づいた圧縮チャンバ５２からの燃料は、ピストンとガイ
ドとの間を通って通流する可能性がある。この燃料は漏れ燃料とも称される。この漏れ燃
料は、チャンバ６２内に流入し、したがってこのチャンバ６２を用いて収集される。好ま
しくは、チャンバ６２が、少なくとも１つの接続管路を介して低圧チャンバ４０と流体連
通することが想定される。チャンバ６２は、ポンプハウジング４２に対する相対的なピス
トン４４の移動によって可変である容積を有している。ピストン４４が、特にばね要素を
用いてカバー５４から離れて移動すると、圧縮チャンバ５２の容積は増加し、これによっ
てチャンバ６２の容積は減少する。これにより、例えば、チャンバ６２内に収容された燃
料は、当該チャンバ６２から吐出され、特に、前述した流体連通部を介して低圧チャンバ
４０内に吐出される。
【００６２】
　ピストン４４が、特にカム５６を用いてカバー５４の方向に移動すると、これにより圧
縮チャンバ５２の容積は減少し、したがってチャンバ６２の容積が増加する。これにより
、例えば、前述の流体連通部を介して燃料が、低圧チャンバ４０からチャンバ６２内に吸
入される。既に前述したように、入口を介して高圧燃料ポンプ１０に供給された燃料の少
なくとも一部は、低圧チャンバ４０内に通流可能である。なぜなら、入口は、特に第１の
管路３２は、低圧チャンバ４０と流体連通されているからである。
【００６３】
　したがって、燃料は、チャンバ６２と低圧チャンバ４０との間のピストン４４の移動に
より、往復するように吐出される。圧縮チャンバ５２および／またはチャンバ６２内への
燃料の吸入によって、および圧縮チャンバ５２および／またはチャンバ６２からの燃料の
吐出によって、燃料の脈動が生じ得る。ここでは、カバー５４内に、少なくとも部分的に
、前述した燃料の脈動を減衰させることができる減衰装置を配置することが考えられる。
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そのためカバー５４は、例えばダンパーカバーとも称される。
【００６４】
　もちろん、入口とＭＰＩポートとが入れ替わっていてもよいことが考えられるため、例
えば低圧ポート３６を入口として構成し、低圧ポート３０をＭＰＩポートとして構成する
ことも考えられる。したがって、これによれば、例えば方向矢印３４，６０によって示さ
れる燃料の通流方向が逆になる。
【００６５】
　高圧燃料ポンプ１０のコストと、ひいては燃料供給装置１２のコストとを全体的にとり
わけ低く抑えることができるようにするために、２つの低圧ポート３０および３６は複数
の構成要素の１つに配置される。図１からは、２つの低圧ポート３０および３６がカバー
５４に配置されることが第１の実施形態において想定されていることが認識可能である。
このことは、２つの低圧ポート３０および３６が、同じ構成要素に、特に直接保持される
ことを意味する。これらの低圧ポート３０および３６、特に管路３２および３８は、接続
領域６４を介して相互に流体連通されており、この接続領域６４は、複数の構成要素のう
ちの１つの内側に配置されている。接続領域６４を介して、燃料は、管路３２から管路３
８に通流することができる。
【００６６】
　第１の低圧ポート３０は、カバー５４と一体的に構成することが可能である。代替的ま
たは付加的に、第２の低圧ポート３６をカバー５４と一体的に構成することが可能である
。さらに、第１の低圧ポート３０は、カバー５４とは別個に構成されかつカバー５４に配
置された、特に保持された構成部品によって形成されることが可能である。代替的または
付加的に、第２の低圧ポート３６は、カバー５４とは別個に構成されかつカバー５４に配
置された、特に保持された構成部品によって形成されることが可能である。その上、これ
らの低圧ポート３０および３６は、相互に一体的に構成されることも可能である。さらに
、これらの低圧ポート３０および３６は、相互に別個に構成されかつ少なくとも間接的に
、特に直接的に、相互に接続された構成部品によって形成されることが考えられる。
【００６７】
　低圧ポート３０は、方向矢印３４によって示される通流方向に沿って燃料が通流可能で
ある。さらに、低圧ポート３６は、方向矢印６０によって示される第２の通流方向に沿っ
て燃料が通流可能である。これらの通流方向は、相互に斜めに、平行にまたは垂直に延び
ることが可能である。
【００６８】
　内燃機関への燃料のとりわけ好ましい供給を実現するために、図１中で点線に基づいて
認識可能であるように、第１の低圧ポート３０、特に第１の管路３２を通流する燃料の少
なくとも一部は、第１の低圧ポート３０、特に第１の管路３２から、収集チャンバ（チャ
ンバ６２）を迂回して第２の低圧ポート３６、特に第２の管路３８に流れ、第２の低圧ポ
ート３６、特に第２の管路３８を通流する。
【００６９】
　図１からは、収集チャンバ（チャンバ６２）を迂回するとは、チャンバ６２を迂回する
燃料の一部が、チャンバ６２を通って流れるのではなく、燃料の一部が少なくとも実質的
に第１の低圧ポート３０から低圧チャンバ４０を通って低圧ポート３６に流れ、その後で
さらに第２の噴射装置２０に直接流れることを意味するものと解されることが認識できる
。
【００７０】
　換言すれば、第１の低圧ポート３０を通流する燃料の少なくとも１つの流れが設けられ
、この少なくとも１つの流れは、低圧ポート３０から低圧チャンバ４０を通って低圧ポー
ト３６に流れ、その際にはチャンバ６２を迂回する、すなわちバイパスする。
【００７１】
　図１に示す第１の実施形態では、第１の管路３２を通流する燃料の少なくとも大半が、
第１の低圧ポート３０から低圧チャンバ４０を通って第２の低圧ポート３６に流れ、その
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際にはチャンバ６２を迂回することが想定される。さらに、この第１の実施形態では、２
つの低圧ポートがカバー５４に配置されている。
【００７２】
　第１の実施形態ではさらに、方向矢印３４および６０に基づいて認識できるように、管
路３２および３８を通流する燃料の通流方向は、少なくとも実質的に相互に垂直に延び、
または少なくとも実質的に９０度の角度を囲むことが想定される。
【００７３】
　図２は、高圧燃料ポンプ１０の第２の実施形態を示している。第２の実施形態は、特に
、管路３２および３８を通流する燃料の通流方向が実質的に相互に平行に延び、ここでは
一致している点で、第１の実施形態とは異なっている。
【００７４】
　図３は、高圧燃料ポンプ１０の第３の実施形態を示している。第２の実施形態では、管
路３２および３８を通流する燃料の通流方向は、ピストン４４の移動方向に対して少なく
とも実質的に垂直に延びており、ピストン４４は、ポンプハウジング４２に対して相対的
なそれらの移動方向に沿って並進移動可能である。これに対して、第３の実施形態では、
管路３２および３８を通流する燃料の各通流方向が、少なくとも実質的にピストン４４の
移動方向に対して平行に延びることが想定されている。この場合、第３の実施形態でも、
２つの低圧ポート３０および３６はカバー５４に配置されている。
【００７５】
　図４は、高圧燃料ポンプ１０の第４の実施形態を示している。第４の実施形態でも、２
つの低圧ポート３０および３６はカバー５４に配置されている。第１の実施形態、第２の
実施形態および第３の実施形態とは対照的に、管路３２および３８を通流する燃料の通流
方向は、相互に垂直にも平行にも延びているのではなく、相互に斜めに延びている。その
上、高圧燃料ポンプ１０では、低圧ポート３０および３６が、すなわち管路３２および３
８が接続領域６４を解して相互に流体連通していることが想定される。この接続領域６４
は、２つの構成要素のうちの１つに、本明細書ではカバー５４に配置されている。
【００７６】
　図５は、高圧燃料ポンプ１０の第５の実施形態を示している。第５の実施形態は、特に
、第１の低圧ポート３０が複数の構成要素のうちの第１の構成要素に、本明細書ではカバ
ー５４に配置され、第２の低圧ポート３６は複数の構成要素のうちの第２の構成要素に、
本明細書ではポンプハウジング４２に配置されている点で、第１、第２、第３および第４
の実施形態とは異なっている。第５の実施形態でも、燃料の少なくとも一部は、低圧ポー
ト３０から低圧チャンバ４０を通って低圧ポート３６に流れ、その際には収集チャンバ６
２を迂回することが想定されている。
【００７７】
　図６は、高圧燃料ポンプ１０の第６の実施形態を示している。第６の実施形態では、点
線によって示す第１の通流が発生する可能性がある。図６からは、この第１の通流が、第
１の低圧ポート３０から第２の低圧ポート３６に延び、その際にはチャンバ６２を迂回し
、カバー５４によって形成された低圧チャンバ４０を通って延びていることが認識できる
。図６には示されていない接続領域６４は、ここではポンプハウジング４２の外側で、カ
バー５４内に、特に低圧チャンバ４０内に配置されている。
【００７８】
　第１の通流に対して代替的に、実線によって示す燃料の第２の通流が発生する可能性が
ある。この第２の通流は、第１の低圧ポート３０から第２の低圧ポート３６に流れ、その
際には低圧チャンバ４０もチャンバ６２も迂回する。これにより、第２の通流は、少なく
とも実質的に直接、そしてその際には低圧チャンバ４０もチャンバ６２も迂回して、低圧
ポート３０から低圧ポート３６に流れる。この場合、接続領域６４は、例えばポンプハウ
ジング４２内にそしてカバー５４の外側に配置される。
【００７９】
　最後に図７は、高圧燃料ポンプ１０の第７の実施形態を示している。第７の実施形態で
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は、少なくとも１つの分流要素６６が設けられており、分流要素６６を用いて、第１の低
圧ポート３０、特に第１の管路３２を通流する燃料が、第１の部分流６８と第２の部分流
７０とに分割可能または分割される。さらに、第７の実施形態では、第１の低圧ポート３
０が、複数の構成要素とは別個に構成されかつ本明細書ではポンプハウジング４２に配置
される構成部品によって形成されることが想定される。この場合、第１の部分流６８は、
第１の低圧ポート３０から、チャンバ６２を迂回して、低圧チャンバ４０を通って第２の
低圧ポート３６に流れ、第２の低圧ポート３６を通流する。これに対して、第２の部分流
７０は、第１の低圧ポート３０からチャンバ６２に流れ、収集チャンバ６２を通り、それ
に続いて低圧チャンバ４０を通り、最後に第２の低圧ポート３６に流れ、第２の低圧ポー
ト３６を通流する。
【００８０】
　ここでは、低圧チャンバ４０の上流または外側で、分流要素６６を用いて相互に分離さ
れた部分流６８および７０が、第２の管路３８の上流の低圧チャンバ４０内で混合される
ことを想定してもよい。図７に示されている、低圧チャンバ４０内で行われる部分流６８
および７０の混合に対して代替的に、部分流６８および７０が、例えばポンプハウジング
４２内で、特にＭＰＩポートの直前で混合されることを想定してもよい。
【００８１】
　分流要素６６は、この場合複数の構成要素の外側に配置され、複数の構成要素の外側に
配置された少なくとも１つの箇所７２において、燃料を複数の部分流６８および７０に分
割するように構成されている。このことは、燃料が、複数の構成要素の外側に配置された
箇所７２において分流要素６６を用いて複数の部分流６８および７０に分割されることを
意味する。したがって、複数の部分流６８および７０への燃料の分割は、既に複数の構成
要素の上流側で、特にポンプハウジング４２の上流側で、すなわち燃料がポンプハウジン
グ４２内およびカバー５４内に流入する前に行われる。これにより、例えば体積流量とし
て構成される複数の部分流６８および７０への燃料の分離は、ポンプハウジング４２内で
はなく、ポンプハウジング４２の外側で行われ、この場合、複数の部分流６８および７０
への燃料の分離は、本明細書では第１の低圧ポート３０内または第１の低圧ポート３０を
形成する構成部品内で行われる。
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